
四国の瀬戸内海沿岸地域の森林植生

　　　　　　　　　　　　　　山　　　　中　　　　二　　　　男

　瀬戸内海をめぐる地方は，我が国でも気候的・土地的に一つの特殊な地域をなし，従って植生

も亦異ったものが見られる筈であり，既に堀川1)2)，佐藤9)，鈴木等3)12)13〉により，その一端と

特殊性が明らかにされてきた．本報告は，四国地方特に香川県と愛媛県東部低地の植生･について

取扱ったものである．この地域は，かって和田等４)による国有林調査が行われたこともあり，豪

者も過去数年来機会あるごとに観察をつづけてきたが，ここにそれらの結果を一括して，考察を

すすめてゆきたいと思う．

　気侯・土地などの自然的条件の外に，人為の影響のいちじるしいこの地域には，極相林の残存:

が極めて少く，代ってマツ林が広く発達している．従って，断片的な残存林から，本来の極相を

推定することは，相当の困難が伴う．また,一方マツ林についても，特にアカマツ林の如き場合，

その分布，環境，発達の過程，フロラ組成の多種多様なことは，その群落構造を複雑にし，ひい･

てはいろいろの異った取扱いや見解を生じ，今後に残された問題も多い．従ってここには，この

地域の植生の調査によって，瀬戸内海沿岸地方の植物群落学的研究へのーつの資料を提供する考

えのもとに，稿をすすめてゆきたいと思う．

　これに関して，今まで種々御指導と御教示をいただいた堀川教授，鈴木教授，並びに現地調査

に御便宜をはかっていただいた営林局関係の方々に厚く感謝する.

　　　　　　　　　　　　　　　･調　査　地　と　環　境

　この研究には，主として香川県と愛媛県東部の瀬戸内海にのぞんだ低地の残存林とマツ林をえ

らんだ．即ち,゛香川県大川郡福栄村地方(五万分の一地形図三本松),同郡引田町八幡宮社叢(同上)，

同郡与治山国有林(同上),同郡大串国有林(高松),屋島国有林(同上),同緩歌郡讃岐富士(飯野山:〉

　(丸亀)，同郡国吉国有林(同上)，同仲多度郡琴平山(象頭山)(同上)，愛媛県宇摩郡三島町の社

叢(三島),同新居郡北山国有林(新居浜)及び同周桑郡丹原町福岡八幡社叢(西条)である．

　この地域は，いわゆる瀬戸内式の気候で，年間降水量が少く乾燥したところで，高松における･

月別平均気温及び降水量は第１表に示す如く，ランクの雨量係数は78.3である．多度津では，

気温の月平均の最高は27.1°Ｃ，最低5.1°Ｃ，年平均15.2°Ｃ，年間降水量1139mmで，ランクの一

雨量係数は74.3である．この事実からも明,らかな如く，一般にこの地域の低地では，ランクの而

量係数80を越さない乾燥した気候を示すことがわかる．

　地質5)は香川県東部から中部にかけては，主として花尚岩類が多く，屋島，讃岐富士等の上部

は讃岐岩質安山岩がおおっている．山は一般に低く，大きな河川もなく，平地のところどころに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　l
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見られる孤立状の山岳(讃岐富士の如き)を除いて，地形の変化は少い．愛媛県東部の沿岸では，

和泉砂岩層が発達している．

　土壌条件については，宮崎゜)の詳しい研究がある．例えば，大串国有林の場合，Ao約4cm,

極めて乾燥, Am 1―2cm, 菌糸網発達し乾燥,B1 1―2cm, 埴土で乾燥,B2 15―25cm, Bs 25―35cni,

石辣を含む埴土で乾燥している．屋島の場合, An 5―7cm, Am2―3cm,Bi22―28cm, Bj 38-45cm,

共に腐植に乏しく諌に富み乾燥している．国吉でも乾燥，疎殺，且腐植に乏しく篠に富むことは

同じで, Ao 2.5―3.5cm, Am層が認められ，Ｂ層は17-45cmである．これらの資料から，一般

的に窒素含有量が極めて少く，乾燥した痩亜土の多いことが指摘される．これが，この地方の森

林特にマツ林にいちじるしい影９を有することはいうまでもない．

　このような気候・土地条件と相まって，この地方にはいちじるしい人為の影響が加わってい

る．伐採・刈取りなどが頻々とくり返され，気候的極相林は，もとより局部的にその俤を偲び得

るのみで，マツ林の場合でも強度に荒廃したところが多い．

　　　　　　　　　　　　　　　　森　　林　　植　　生

　Ａ常緑広葉樹林

　上述の如き気候・土地条件から考えて，この地域の気候的極相はシイ型或はカシ型の常緑広葉

樹林が考えられ，タブ型森林の発達はあまり考えられない．また，一部には土地的極相として，ウ

バメガシ林の成立が現在認められる.

　(1)ホルトノキ林Elaeocarpus sylvestris var. ellipticus Forest

　香川県東部引田町の八幡宮社叢は，ホルトノキ・カゴノキ・モッコクなどの常緑樹，落葉樹と

してムクノキが多く，クスが混り(これは人為によるものと考えられる),林床の荒れていないところ

はホソバカナワラビの多い林である．このような例は，愛媛県東部にも見られ，三島町でもホル

トノキを座占稲とする．この残存林には非常に人為要素が多いが，ホルトノキーミミズバイーヤ

ブラッSoc.が，本来の型であろうと思われる．同じく丹原町の福岡八幡社叢は，乾燥してヒノキ

が多いが，これは勿論自然ではなく，ホルトノキ・シリブカガシがいちじるしい．ホルトノキー

サカキーベニシダ或はシリブカガシーサカキーベニシダSoc.というのが自然の状態である．

　以上は一括して第２表に示したが，これによって明らかな如く，鈴木等13)が六甲山で指摘した

如く，タジ林は本来のすがたではやはり見当らず，これに代るものとしてこのホルトノキを主と

した林が見られる．南四国では，ホルトノキはタブーホソバカナワラビ群集のよい標徴種であり，

優占度・常在度共に高く，瀬戸内側の気候・地形により，クブを欠いでこのような型に変ったも

のと解釈される．林床にはホソバカナワラビも見られるが，ヤブランの型が多くなる／このよう

な林床は,南四国の狭い島のタブ林や,更に東海地方lo)にゆくといちじるしくなる．また，更に乾

燥によりベニシダに代ると共に，同じカナワラビ類でも，より乾燥と低温にたえるハカタシダ・オ

ニカナワラビに代っている．

　以上の考察から，このような林はタブーホソバカナワラビ群集の一つの異った型と見るのが妥

当と思われるが，尚検討の余地があろう.

　(2)アラカシ林Cyclohalanopsis glauca Forest

　香川県東部福栄村のー社叢では，次の如き構成が見られる.

　　1st tree layer 喬木層：り山占山加知sglaucaアラカシ4(121), Ilexlalifo陥タラヨウ3(1十), Sfiiia･cvspidata

　ツブラジイ1(－1十),ＴｅｒｎｓiｒｏｅＴｎｉａ ｊａｆｅｏｎｉｓａモッコク1, Cinnamomam caml〉＆Γαクスノキ1(一十)

　　　　　　　　　　　　　　・　　2nd tree layer亜喬木層:Cinnamc･mum jαμ･nicumヤブニッケイ2(1十),　Ｐｈｏtinia glabｒａカナメモチ2(1十)，

　Ｓｖｍｆｃｌｏｃｏｓｇｌａｕｃａ＜.ミズバイ2(1),Ｔｒａｃｈｅｌｏｓpeｒｍｕｍ　ａｓiaticｕｍテイカカズラ1(22),　Ｃａｍｅｌｌｉａ ｊａｐｏｎｉｃａヤブツ

　バキ1(21), IU.χintｃｇｒｏモチノキ1

　　Shrub layer an木眉:Macsajaponi･;αイズセンリョウ3(2), PrunussPinulosaリンボク十(十),ＬｉＰｕｓlｒｕｍ iaｔｏｍｃｖｍ
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ネズミモチ十，Ｆｉｃｔ↓ｓｅｒｅｃtａイヌビワ十,etc.

　Herb layer 草本層：Rumohra。ぷぬzホソバカナフラビ5，ＤｒｙofJtｅｒiｓ ｅｒｖtｈｒｏｓｏｒａベニシダ十,etc.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table 2
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　このようなアラカシ林は，コジイークロバイ群集の標徴種を含みながら，香川県地方から愛

媛県東部にかけてほかなり処々に存在し，西の方は松山附近までは認められた．更に，近畿13) .
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中国1}地方にもその存在が確認されている．比較的林相かよく保存されている琴平山の場合では，

　　1st tree layer 喬木層:Ｃｉｎｎａｍｏｍｕｍ ｃａｍｐｈａｒａクスノキ3(一十), Cycl岫必z7砂出がａ･;αアラカシ2(1十)，

　ふtinodaphne lancifol・カゴノキ2(一一十),Ｃａｒｆｉｉｎｕｓ laｘｉｆｌｏｒｏアカシデ1(一十十),Ｃｒｙｂtｏｍｅｒia jatｉｏｍｃａスギ1

　　2nd tree layer亜喬木眉:clりｅｒａ ｊａｐｏｎｉ･;ａサカキ3(十), Cinnamomum japonicumヤブユッケイ1(十十)，

　ＴｅｒｎｓtｒｏｅｍｉａｊａＤｏｎｉｃａモッコク十, etc.

　　Shrｕblayｅｒ泄木層:Maesa japoncaイズセンリョウ5(1), Aucuba japonicaアオキ4(1), Camぶ・japonica

　ヤブツバキ十, etc.

　　Herb layer 草本層:Runu.･加a simplicior vａｒ.　ｍａｊｏｒオユカナワラピ1，Ｄｒｙｏｂｉａｉｉ ｃリtiiｒｏｓ。ａベニシダ1，

　励四知z画面i画ｒハカタシダ十.etc･

　の如くアラカシの多い林分か認められる．このようにアラカシ林の存在する点も，瀬戸内海地

方の森林植生の一つの特徴と考えられる.

　(3)ツブラジイークロバイ群集･Shiia cuspidata･Symplocos prunぴolia Association

　ツブラジイークロバイ群集と認められる残存林は少いか，それでも琴平山では次に示す如く，

明らかにこの群集とみられるものが，局部的ながら存在する.

　　1st tree layer 喬木眉：屁心ごuspidataツブラジイ5, Abieがｍα3

　　2nd tree layer 亜喬木眉:Ｃ匈ｆり砂凹面サカキ5(十), Sympla･coj prumfol・クロバイ2

　　Shrub layer j^木層:ｊ血ａりaponica 2(十)

　　Herb layer草本層:Ｄｒｙｃゆieｒiｓ ｅｒｙthｒｏｓｏｒｏベニシダ十, Damnacanthtis indicus var. microphﾘllusヒメアリド

　オシ十，その他ヒサカキ，モッコク，カナメモチ，アラカシ，モミ等の稚樹．

　尚，ツブラジイを座占種とした林は，ところどころの丘陵や山麓部にもあり，アラカシを伴う

ことが多いか，残存面積は小さく且人為的干渉の加わっているところか殆んどである．また，ス

ダジイの残存林の明らかな存在は確認し得なかった.

　(4)モミ林　Abies firma Forest

　前述刀ツブラジイに混じてモミの存在が見られるが，この琴平山ではモミは特に小さい沢に沿

･つて老木が点々と聳えている．現在森林の下層が相当荒れているところからみて，本来の構成は

推定しがたいが，このモミの存在は人為的なものというよりも，既にこの附近からモミを主とし

た森林の出現していたことが考えられる．即ち琴平山上部で，現在コナラやアカシデの多いとこ

ろでも，その林内にオンツツジ・シキミ・シャシヤンボ・ネズミモチ・シロダモ・アオキ・イヌ

ガヤ・サカキ・ヒサカギなどが生じ，林床にハイシキミの優勢な点(優占度３)からみても，想

像に難くない．これらの復元された型のモミ林は，鈴木11)のウラジロガシーサカキ群集の一型

と見るべきであろう．このような林は阿讃国境山脈ぞいに，所により明らかに認められる．参考

として，次に香川県西部雲辺寺山のモミ林の構成を示すと，・

　　1st tree layer 喬木泗：ぶies firnuフモミ5

　　2nd tree layer 亜喬木眉：Ｓｙｍｂｌ。ＣＯＳ ｍｙｒｌａｃｅａハイノキ3(41), P,ぱ砧ａ心血Irilobumシロモジ3(1), (ﾆ'amell・

　jか�ａzヤブツバキ2,Euぴり砂�ａヒサカキ1(2十), Osmanlhus ilicifol必ヒイラギ1(1十), Sapivmjaf.ヽonicum

　シラキ1,＆八面,�Γα面?Γαプツブサl.etc.

　　Shrub layer M木層：ｎｅχ ｃｒｃｎａｉａイヌツゲ1(十), /. mac:ｒｏＰｏｄａアオハダ1(十), Ｌｉｎｄｃｒａｓｅｒｉｃｅａケクロモジ

　1(十), ＮｅｏＵｉｓｕａｓ琵ｉｃｅｏシロダモ十，Ｃｅtihol，tａχｕ５ ｈａｘｒｉｎｇｌｏｎｉａイヌガヤ十，Ｔｒａｃｈｓloｓtｃｒｍｕｍ ａｓialicｕｍティカ

　カズラ十(十), etc.

　　Herb layer 草本回は荒れて，j?ubus pe,ぶ�柚コバノフュイチゴ２の外は稚樹や人為要素である．

　尚，瀬戸内海沿岸では，低地からモミ林の存在するどころがあり，そのいちじるしい例を宮

島1)に見ることか出来る．そして，暖帯林の上部でカシと組み合ったモミ林を見ることは太平洋

側と同じである.

　(5)ウバメガシ林　Quercus phylliraeoides Forest

　ウバメガシ林は，海にのぞみ，或は海に近い地方の岩石地または露出岩上に，地形的な群落

として見られ，しばしば上層にクロマツを伴う．引田町の花肖岩上では，単純なウバメガシーヒ
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lヽツバSoc.をなし，

　　2nd tree layer: 亜喬木眉Qucrcuspり伍Γaeoidesウバメガシ5(1十)

　　Shrub layer gS木層：Rapanaea neriifoliaタイミンタチバナ２

　　Herb layer草本層:りrrosia li昭回ヒトツバ5, Pertya scandensコウヤボウキ1，ＬｆｐｉｊｏｒＫｓ thｕｎ�ｇｉａｎｕｊノキシ

　ノブ十

の如き構成が見られる．

　屋島の北部にもウバメガシ林が見られ，その構成は，

　　2nd tree layer 亜喬木眉':Quercits ｊ･ﾉﾘ哨raeoidesウバメガシ5(I十), Fraxinus sieboldianaマルバアオダモ・

　十(一十)

　　Shｒｕblayｅｒ溜木眉:Ｌｅｓｂｅｄｅｚａ ｓｐ.十(十),£助りmus japonicusマサキ十,Elae.叱ｎt£ｊ　ｆｃｕｎｅｃｎｓナワシログミ十

　　Herb layer 草本層:Ｔｒａｃｈｅｌｏｓpeｒｍｕｍａｓiaiicｕｍテイカカズラχ，Lcpiｓｏｒｕｓ thi^ｎｂｃｒｇｉａｎｕｓノキシノプ十，

　Asplenium incisumトラノオシダ十，　Ｃｈｉｍａｂｈｉｌａ ｊａｐｏｎｉｃｏウメガサソウ十，りrola japonicaイチヤクソウ十，

　Carex spp.十，りmbidiiぶ,71 1Γδｇぷ7zjシュンラン十

　で林床は局部的にテイカカズラが匍旬する外，一般に疎開している．

　クロマツを上層に伴うところでは，四国地方16)を通じて広く見られるクロマツーウバメガシー

コウヤボウ牛Soc.となっており一

　　1st tree layer 喬木眉:Pinus thunberがiクロマツ5(2)

　　2nd tree layer 亜喬木層：Quercuりりlliraeoidesウバメガシ5(,2iy, Fraxinus臨政＆zｇアルバアオダモ1(1十)，

　Juniperus rigidaネズミサシ1(1)

　　Shrub layer ^木層：Ｌｅｓｂｅｄｅこａｓｐ.十(十), etc･

　　Herb layer草本層：Ｐびりａ ｓｃａｎｄｅｎｓコウヤボウキ４，Miｓｃａｎｌｈｕｓｓ柚ｓｎｓiｓススキ十， Chimaphila jofontｃａウ

　メガサソウ十, etc.その他稚樹倣生

　このような組成の林は，他の海岸地方にもところどころに見られ，島嶼部にも発達している．

　Ｂアカマツ林

　阿讃国境の山地には，しばしば生育のよいアカマツ林が見られるが，低地のアカマツ林には府

恋林が非常に多い．海岸に近いところでは，クロマツの混生が多く，しばしば優占稲となる．し

かし，林内組成は，何れが優占種となる場合も大差を認めがたい．次にそれらの組成を一括して

第３表に示す．

　与治山一花肖岩で一般に林は荒廃している．この調査地では，胸高直径IC―30cmのアカマツ

が多く，少数のクロマツが混生して，潅木層にはモチツツジが多く，林床はコシダが優占する．

尾根筋には却ってクロマツの多いところもあり,崩壊の激しいところは,下生はなぐなっている．

　大串一花肖岩上でクロマツが多く，アカマツは少い．潅木層は人為的に発達が悪く,林床はネザ

サによって占められている．土壌条件の悪いところでは，マツの伸びも悪く，林床植物も殆んど

なくなって，裸地化したところが多い．

　屋島一下部は花肖岩，上部は讃岐岩質安山岩．クロマツがアカマツより優占するところも多い

が，逆になるところもある．代表的なところでは，アカマツ・クロマツ共胸高直径15―30cmの

ものが多い．平均樹間距離は３ｍ内外であるが，伸びが悪く且密集したところも多い．モチツツ

ジ・ヤマツツジ・ナツハゼ・ヒサカキ・ネザサ等に林床がおおわれているが，裸地化していると

ころも稀でない.

　,讃岐富士一北斜面下部250m附近まではクロマツ，それより上部でアカマツが優占屈となる．

潅木層はオンツツジが多くなり，林床はネザサが占める．南斜面の讃岐岩質安山岩の岩塊の多い

ところでは，ネズミサシが頻繁に生じ，且頂上までクロマツが多い．

　国吉一花尚岩で，クロマツを混ずるも，アカマツの優占する地域が広範囲を占めている．人為

的な擾乱と土壌の痩悪化による倭樹林も相当に多い．アカマツーネズミサシーオンツツジーネザ
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サSoc.がいちじるしいが、林床がコシダに代り、又疎開する場含もある.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table 3

Locality*

Altitude(m)
Exposition
Steepness

　ｌ

　ﾌ0

S60E

　20

２

ば）
Ｅ
２０

　3
　80
N35E
　15

　3

2･10

－
0

　3
250
W
30

　　3
　260
S60W
　20

　4
120
N
20

　心

320

　N

　10

　・5
　220
N50E
　20

　5
　160

S35E

　5

　6

　100

N70E

　5

　6

　120

S50E

　20

　lsl tree layer

Pinu∫＆肘び∂Γα

Pinus thunberがｉ

　2nd tree layer

Juniperus rigida

neχ pedunculosa

Symplocoﾘruφ陥

5 other species

　Shrub layer

＆jびa japonica

Smilax china

Fどucinium oldhami

/弘次iodendronkaerr.暁μΓi

Leゆd6なｓp･

Arundinariaかgmaea

　　　　　　　(et v･ が必Γα)

7?osa wichぽ㎡四α

QJ↓^rct↓sserrata

Peγりascandens

Vacciniiぶmbraμeatum

Viburnu脚EΓθ∫um

Wistariど3florib皿jα

Rhododendron a,びrichii

Abeliαserrata

Rhododendron macrosep�urn

Vacciniuｧﾌ1snはlliiv. minus

18 other species

　Herb layer

λ石scanthus∫inensis

Plata心力EΓamandaΓinorum

Solidago丿aOonica

REﾊﾞjiZぷm aquilinum、･.

　　　　　　　　　jabonicum

Cymbidium vircscen∫

Z)kΓanoPterisぷchoto・4

28 other species

1(一一十)

２

十(十)

-ﾄ(十十)

　(++)

２

十(十)

十(十)

H-(十)

　(十)

十(十)

　(十)

十(十)

十(十)

３０)

　･十

　十

　５

1 (H)

5(32)

（一十）

　（１）

　（１）

十（十）

　（１）

1(1)

　（５）

　（２）

十（１）

　（十）

　（十）

　（十）

十（２）

　１

　＋

　十

　１

　１

5(3一十)

(十十)

(十干)

干(十)

十

十

ＩＯ)

　(５)

　(十)

干

　(十)

　１

　ｌ

（2）

(411)

(2-I-)

１（十）

十（刊

3(1)

3(3)

２（十）

3(2)

ＩＯ）

　（十）

十（十）

２（十）

　２

　十

　十

1

4（一十1）

　（日）

3(2)

１０）

2(1)

十（十）

2(1)

1 (3)

十（１）

2(1)

十（１）

十（十）

3(2)

　３

　十

　１

　十

　十

4(H一十)

２(十十干)

　(十)

十

　(十)

ｌ(十)

ｌ(十)

　(十)

　(十)

十

　十

十(十)

　十

　十

　ｌ

十

５(一十一１)

　(＋)

1 (2)

十(十)

ＩＯ)

1 (2)

十(十)

　(４)

　(十)

　(十)

十(十)

十(-ﾄ)

1 (3)

十(十)

十(２)

　２

　十

５（--+）

Ｉ（--+）

（十十）

2(1)

Ｉ（十）

　（十）

1 (1)

十（十）

２（２）

＋（十）

1 (+)

　（１）

十（２）

3 (3)

Ｉ（十）

2(2)

　１

　＋

　十

　＋

　十

5（一一十）

1

4（2十）

　（十干）

1 (2)

十（十）

Ｉ（十）

　（十）

1 (3)

十（十）

十（十）

　（十）

十（十）

十

　（十）

3 (3)

1 (2)

2(2)

　１

　十

　十

５(←ﾄ)

1

1(十十)

　(十)

十(十)

　(４)

　１

　｜

5（1一千）

2（2十）

Ｉ（目）

１（十十）

１（刊

十（十）

１（十）

　（２）

ｌ（十）

　（２）

十（十）

2(1)

2 (2)

２（２）

　Ｉ

　小

　十

2（一一O

2（1十）

2（1り

2（1十）

Ｉ（十）

十（十）

十（１）

　（十）

　（十）

　（３）

　（十〉

１（十）

２（１〉

十（十）

Ｉ（】）

　ｌ

　十

　４

　＊】= Yoji yama, 2=Ogushi, 3°Yashima･4°Sanukifuji･5 = Kuniyoshi, 6 = Kotohira

　琴平山一アカマツが優占し，亜喬木層にはネズミサシが多い．ツツジ類はやはり多く，林床の

優占極はネザサ又はコシダである．他と同じく，アカマツは一般に小径木であるが，小さい尾根

筋にそって，胸高直径40―65cmのアカマツの比較的大きな木の生ずるところでは，群落はかな

り発達した段階を示し，次のような構成が見られる.

　　1st tree layer 喬木目：Pinus densifl.･7Γαアカマツ4,り･clobalanop了的μ＝αアラカシ2(トト十), Myrica rubΓα

　ヤマモモ1(1),Abieｓ　fifmaモミ1(1)

　　2nd tree layer 亜喬木層:CZりgrり砂凹咄サカキ5(I十),Ｑ７�lia japonicaヤブツバキ2(十), Pieri巧砂凹柚

　アセビ1(1十), Shiiaじuspidataツブラ,ジイ1(十十), Symplocoリｒｕφliaクロバイl(十),jもtiniaglabΓαカナメモ

　チ十(十十), etc･

　　Shrub layer 311木目：Ｆａ;出面7! bracteatumシヤシヤンボ十,Ｄｅｎｄｒｏｂｃａｕｉｘ IｒりＵｕｓヵクレミノ十, Ternslroemia

　j砂ｏ・＾＼ｃａモッコク十，Z)ｏｆｉｈｎtfhｖＵｕｍleijｓｍａｎｎｉヒメユズリ八十, ＲＪｉｏｄｏｄｅｍｉｒｏｎｉむりｒtchiiオンツツジ十, etc.
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　　Herb layer草本眉:Seedlings多くの稚樹が生ずる．

　既にこの段階では，亜喬木層にサカキが群生し，アラカシ林或はツブラジイークロバイ群集に

置換される状態が認められる．

　以上のような群落の傾向は,香川県地方に普遍的に見られ,これは愛媛県東部でも同じである．

北山国有林は海抜50－100m，和泉砂岩層であるが，アカマツ林は一般に成育悪く，海岸又は沢

ぞいにはクロマツが混生して，亜喬木層は多くの場合発達が悪く，潅木層にはオンツツジ・ナツ

ハゼ・ヒサカキ等が多く，林床は殆んどコシダ，谷筋や，やや深土地或は庇陰の多いところでは

ウラジロに代っている（第４表）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table 4

　1st tree layer

Ptnus deMり?ora

Pintぶ∫thuuberがi

　2nd tree layer

句･onia ovalifol・v.ellゆica

Piertsiaponica

Alnus pend�α

CUlhra barbinerms

Juniperus rieida

6 other species

　Shrub layer

£zjぴajaponica

ぶmilax china

Rhodod｡�Γθ7Za,りrichii

Fどicciniumoldhami

Rhododendron fca。

Qびどrcusserrata

AbfiUa serratn.

Rhusけtchoc。知

jz7?EZαηchierasiatlca

£a

7 other species

　Herb layer

Dicranopterisぷchotoma

Pterid・。吋・linum v・＼aponicum

Miscanlhu∫sinen∫i∫

£Yiploptり)fgiumがaucum

Cymbidium virescens

8 other species

５(十十十)

3(1十十)

　(1十)

　(1十)

　１(刊

十(十)

十(十)

十(十)

十(十)

十(十)

十(十)

十(十)

　　４

　　十

　　１

５

１(Ｉ十)

十(十十)

　１(十)

　(十)

　(十)

２(十)

十

　(十)

十

　　２

　　十

　　５

５(十十十)

　　(1十)

　　(十十)

　十(十)

　十(十)

　十(十)

　１(十)

十(十)

十(十)

十

十

　(十)

　　５

　　十

　　十

　　２

　　十

5(十一十)

　(3十)

　　(十)

　Ｉ(十)

　十(十)

　　(十)

　ｌ(十)

　十(十)

　　(十)

　＋

　･ﾄ

　'５

　　十

　　十

　　十

5(2十十)

　(1十)

　(1十)

　(1十)

十

　１(刊

十(十)

４(十)

１(十)

十(十)

　５

　十

　十

５(十)

(十十)

(十十)

十(十)

十(十)

十(十)

　(十)

十(十)

　(十)

　十

　十

　十
　５

4(一十)

　(1十)

　(十十)

２(十十)

　２(十)

　１(十)

　１(十)

十(十)

十(４)

十(十)

２(十)

　４

　十

　十

　十

(5一十)

(1十)

　(十)

　１(十)

　十(十)

　１(十)

　１(十)

　十(十)

　十(十)

　十(十)

　十(十)

　５

　＋

　十

(5一十)

　　(十)

十(十)

十(十)

２(十)

十(十)

　(十)

十(十)

÷

　５

　十

　＋

　香川県から愛媛県東部にわたる平地及び丘陵地のアカマツ林は，大体上述の如くで，これは更

に愛媛県中部(中予)地方でも同じような傾向である．これは高知営林局の国有林植生調査報

告４)のクロマッーアカマッーネズミサシ群叢√アカマツ群叢とせられたものを含み,吉岡y８)ふの

アカマッーアラカシ群叢中殊にアカマッークロマッーネズミサシーヒサカ牛群型の著例が多い．

　鈴木及び薄+j-14)15)によって報告されたアカマッーヤマツツジ群集は北関東の中間帯の二次林

であり，この群集及びこれと対応する近畿地方3)12)のアカマツ林とは勿論多少の組成上の異同は

ある．更に中国地方のアカマツ林1)2)17)とも主要な構成と相観は異らないが，幾分のフロラ組成

の相異はある．これらは勿論，アカマツ群団7)と呼ばれるものの複雑なことからも，当然察せら

れる事柄である．アカマッーヤマツツジ群集を近畿以西のようなアカマツ林に拡大するか，別個

のものとするかは，尚検討の余地がある．仮にこの群集を広くみれば，この地域のものもこれに
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抱括され，その場合，香川県東部のモチツツジが少くとも西部及び愛媛県では出ず，代ってオン

ツツジが優勢になり，他にスノキ，コツクバネウッギ，ザイフリボクなども識別種としてあげら

れ，前者をモチツツジ亜群集，後者をオンツツジ亜群集とすることが出来る．このモチツツジ亜

群集は近畿から四国東部に見られるものである．これらを別個の群集とすれば，アカマッーヤマ

ツツジ群集に対して，アカマッーモチツツジ或はアカマッーオンツツジ群集を考えることも出

来るてあ.ろうが，これは今後の問題としたい．尚，香川県東部の阿讃国境のモミ林の発達領域内

のアカ・ツ林は，成育のよい林で，樹高15m以上，胸高直径20―45cm,林内はリョウブ・オン

ツツジ・カマツカ・ヒサカ.キ・ソヨゴ・ヤブッバキ等の亜喬木層がよく発達し，モチツツジ・ウ

ンゼンツツジ・コツクバネウッギ・コウヤボウキ等が港木層に多く，多少構成を異にする．これ

らを含めて考えると，アカマツ林の取扱いは，尚広い範囲の資料の検討によって解決されねばな

らないと考える．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　　約

　四国の瀬戸内海沿岸地方は，暖帯の常緑広葉樹林の発達領域であるが，気候的・土地的・人為

的な影響により，それらのまとまった残存林もあまり見ることができない．代って，アカマツを

主とした二次林が広い範囲に存在している．

　香川県及び愛媛県東部地方に於ける残存林の調査から，クブ林の発達は見られないが，代って

ホルトノキ・カゴノキ等を座占種とした林が存在する．この事実は瀬戸内海沿岸地帯の一般的傾

向であろう．シイ林はツブラジイークロバイ群集であるが，残存林はあまり普遍的には見かけな

いのに対し，アラカシを主としたカシ林は処々に存在している．これらの常緑樹林の上部は，モ

ミを主とした林に移行してゆくものであろう．海岸近くでは，土地的極相として，ウバメガシ林

が存在している．

　この地方の低地のマッ林は，アカマツを主とし，時にクロマツが優占することもあるが，群落

組成上からみれば，これらはアカマッーヤマッッジ群集を拡張すれば,･そのモチツツジ亜群集と

オッッッジ亜群集に分けられ，前者は香川県東部に，後者は香川県西部以西に見られる．この地

域では，乾燥した気候条件の外，母岩が特に花両岩類である場合その影響と，それによる乾燥し

た貧栄養の土壌条件，更には人為によるいちじるしい擾乱で，一般に生育の極めて悪い痩悪林と

なっている．

　結論として，この地域の調査と他地方における研究とを比較検討して，瀬戸内海沿岸地方の森

林の特徴としてあげられることは，タブ林が欠如し，アラカシ林が広く存在する'こと，及び二次

林としてアカマッ林が広く発達し，しかもそれが皮悪な林の多いことである．
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四国の瀬戸内海沿岸地域の森林植生（山中）

　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

The Forest Vegetation of the Inland Sea District of Shikoku, Japan

　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘By

　　　　　　　　　　　　　Tsugiwo Yamanaka

１

　The climate of the district surrounding the Inland Sea is characterized by the com para-

tively lo゛ annual precipitationﾀand Lang's quotient in this district falls belo゛ 100.　Granite

rocks are prevalent over extensive areas.　Thereforeﾀthe forest vegetation of this district is

fairly different'from that of the other parts of the south-western half of Japan . The climatic

climax forests, however, seem to be evergreen broad-leaved forests.

　In the lowland of both Kagawa Prefecture and the eastern part of Ehime Prefecture, pri-

meval forests remain only in very limited areas owing to human interferencies. The obser-

vation of these residual stands revealed the existence of the following forest climaxes｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

　1. The ＥｌａｅｏｃａｒpｖｓがIvestris var.　ぶ泗凶ｊ forest. Residual stands chiefly composed of

Ｅｉａｅｏｃａｒpiiｓり咄咄ｒiｓvar. elHかtｔｃｕｓ,ａｒefound here and there in this district. Judging from the

floristic composition and structure of such stands, they may be regarded as ａ facies or subas-

sociation of thｅ　Machilｕｓ thｕｎｂｅｒgii-7?um∂hra aΓistatどz association.

　2.　Ｔｈｅのdobglanopsむがαｓz forest. Stands belonging to this forest generally occur on ａ

small scale. But it is considered that this forest occupies rather extensive reconstructed areas

in the Inaland Sea district.

　3. Thｅ　Shiia cｕｓｐｉｄａｉａ一心mplocos pruniftりHa association. This Shiia-type forest is also recog-

nized in this district, although its typical stands are seldom found there. No forest dominated

by Shiia ｓieboldiican be found in this area.

　4.　The Q!ｖｅｒｃｍ ｌ）りlliｒａｅｏｉｄｅｓｆｏｒｅSt. This forest is an edaphic climax which is generally

found on rocky places near the sea.

　5. The ｊろ治ｿﾌrma forest. This is to be found in the upper part of the evergreen broad-

leaved forest region, but no satisfactory survey of it could be made in this ti°ｅ･

　On the other hand, extensive areas of this district are occupied by pine forests chiefly domi-

nated by Ｐｉｎｕ５　ｄｅｎｓifloｒａ. Fiｒｍｓ　ihuriberがi is also found in abundance growing withＰｉｎｕｓ

ｄｅｎｓｉＲｏｒａ.　Although the floristic composition and structure of these secondary forests are differ-

ent from place to place due to the ゛ariety of their localities and their successinal stages,

they are generally inferior forests characterized by Ｊｔｍｉｐｅｒｕｓ　ｒｉｇｉｄａ，Ｖａｃｄｎｉｕｍｏｌｄｈａｍｉ，Ｒｈｏｄｏｄｅｎ-

ｄｒｏｎ ｋａｅｍｐｆｅｒi，Ｒｈ.　ｍｃｕｃｒｏｓepalｕｍ, Rh. wりmchii, and others.　They usually form stunted and

　　　～open forests on shallow, dry, and poor soils.　Even in the normally growing stands, the lowe「

tree layer is almost absent probably because of human disturbances. The forest-floor is domi-

nated by Arundinariαかgmaea (et ｖａｒ･が必ra).に')icrampte画面-Mtoma, Diplop映写iumがaucum.

etc.

　If these pine forests are included in the ７)inｕｓ　ｄｅｊｕifloｒａ-Ｒｈｏｄｏｄｅｎｄｒｏｎｋａｅｒ,ociation, it

can be divided into two subassociations.　One is Rhododendron macrosepalum subassociation differ-

entiated　by　Ｒｈａｄｏｄｅ�ｒｏｎ ｍａｃｒｏｓゆｄｔ↓im. The other is Rhododenみon Iむり庇辰subassociation

differentiated by Ｒｈｏｄｏｄｅｎｄｒｏｎ ＵＪりiｒichii，　Ｖａｃｄｎｋ£ｍ ｓmdliivar.ｍｉｎｕｓ，Ａｂｅｌｉａ ＳｅγΥ'ata.Ａｍｅｌａｎｃｈｉｅｒ

ａｓiatｉｃａ.　The former is found in the eastern part of Kagawa Prefe:cture, and the latter occurs

in the other parts of this district.
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　　Finally, it can be concluded that the forest vegetation of the Inland Sea district of Shikoku

is characterized by (l)the forest dominated by 尨7ぶlus thunb昭a being absent in this district,

(2)the Ｃｙｄｏｈａｌａｎｏｐｓｉｓがａｕｃａ　＼orestbeing usually found there, and (3) extensive areas occupied

by the secondary forests dominated by Fiｒｍｓ　ｄｅｎｓifloｒａ｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Received July l5， 1957)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Explanation of Plate

　　1.　A distant view of the forest composed of £lg。tarpusひIvesiris var. ，μipticus,Cinnam。lzj。camか。α，

　ｊぶnodabかzｄαncφliα, Ternstroemia丿aponica. etc. at Hiketa, Kagawa Prefecture.

　　2. An inner view of the same forest. Rumohra arist必2 predominates in the herb layer.

　　3. An inner view of the forest mainly consisting of Elacoco)φzjjひ1ぽ∫irisvar. ぶipticu･s.Pas∫α辿zが必Γα，

etc. at Tambara, Ehime Prefectuｔｅ.　(:^ｈａｍｕｅりbaｒiｓobtｕｓａ.maybe, was planted.

　　4.　The evergreen broad-leaved forest of Kotohira, Kagawa Prefecture. Cinnaｱﾌl∂miumcamphor a is abun-

　dantly found miχed with Cyclobalanopslsがαzａin the upper tree layer.･The shrub layer is predominated

'by Aucuba丿aponica and Maesa japonica.

'‘　5. The Pinus j。zｊび'oraforest showing the ultimate stage at Kotohira. The lower tree layer is charac-

　terized by the dominance of CIり。gj司f>onica.　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘'

い　6. The forest dominated by Pinus densびloraand Pinusthunbδアがiat Yashima, Kagawa Prefecture.

/　'ﾌ.　The Pinus j。zＪり7･7Γaforest of Yojiyama, Kagawa Prefecture･ Juniperus rな�αis very characteristic in
｡

■ the shrub layer. The herb layer is covered with Z)icｒａｊｉｏｆｉｌｅｒiｓｄｉｅhotｏｍａ.

　　8.　The Ｐtｎｕｓｄｅｎｓｉｆｌｏｒａforest retaining the initial stage at Kuniyoshi, Kagav゛ａ Prefecture.　　　　゛‘・
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